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文の意味 とその扱い
森 田 良 行
L概 要
個々の単語がそれぞれに意沫(語義)を持 っているように,文 にも一っ一
つに意味があると考えられる。しかし,単 語の場合 は辞書が各々の語 の意
味 を記載しているが,文 の意味を記述 した辞書 はない。文作 りは語 の組 み
合わせといった個別的行為であって無限に近 いから,そ れらをいちいち細
か く記述することは意味がない。構文的要素を下敷 きにし七語の運用 が行
われろとい う点では,む しろ文の意味は`文 作 り'と い う教室作業 ない し
は文章の読解教育を通して 学ばせるべき事柄であろう。 前者は文型練習
が,後 者は構文学習が文の意昧を扱 う絶好のチャンスであると言える。ま
た,乙 れは基本文型が文の意味の類型 を示 しているということでもある。
だが,文 の意味は文型や構文だけが 関与しているのではなく・ 話の場や・
文脈,さ らには 斜述内容そのものによっても左右 されている。 教室作業
で,語 の意味は場合によっては翻訳してもかまわないが,文 の意味は翻訳
してはな らないというのも,そ れが文型教育とい う文法学習にかかわるこ
とだからだけではなく,話 の場や文脈,使 用語句の内容などによる影響 が
大 きいとい う点にも原因している、直訳では意瞭をなさない文が意外 と多
い。教室作業で,文 の意味を与える9に どのような方法を用いるか,文 の
意味を他の文によって 言い換えることによって どのような 問題が生ずる
か,文 の意味の理解度をどう判定するかなど教育にかかわる問題も}文 の
意味の類型 と深い関係がある。 本稿は これらの諸問題について 説き進め
る。
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H,文 型 と文 の意 味
単 語 が 表 す"意 味"は 概 念 の最低 単 位 とし て の"意 味"で あ 卸,形 態
素 として の音 節 単位 に しば られ て も,も はや 個 々 の音 韻 要 素 には何 の意 味
も ない,一 方"文 の意 味"は,文 そ れ 自体 が あ る一 定 の意 味 を衰 す と同 時
に,文 を形 成 す る掴 々 の要 素(す な わ ち単 藷)に もま た そ れ ぞ れ の意 味 が あ
る。部 分 と全 体 が別 個 に 意 味 を持 ち あ う とい う 二 重 構 造 を と る と ころ に,
文 の意味 の特 殊 性 が あ る。 で は,全 体 と して の文 の 意 味 は,個 々 の語 の意
味 の総 和 で あ ろ うか。 決 して そ うで は な い。 た と えば
○先 生 び 私 に 先 輩 を 紹 介 した。
とい う文 にお い て 言 わ ん として い る こ と.は・ 決 し.て 「先 生 」 「私 ユ 「先 輩 」
「紹介 す る」 とい.った単 語 の意 味 か 膨だ けで は解 釈 で きな い。 そ の証 拠 に,
こ 九 ら4語 を理 解 す る外 国 人 で も・ 全体 と.して の この文 の意 味 を正 し く理
解 す る 二 と.は必 ず し も可 能 と はか ぎ らな い。「先 生 、1私/先 輩 」の三 者 関 係
に おい て 紹介 す る行 為 が な され る こ とは確 か で は あ って 悶 さて,そ の行
為 のな され る人 間 閣係 は とな る と,こ れ ら4言吾か らだ けで は理 解 が っ か な
い,助 詞 の使 い 方 を含 めた 文 型 の 習得 が 牟 けれ ば,こ の揚 合,文 の意 味 は
つ か め ない 。 語 の意 味 と文 の意 味 とは連 続 して お らず,・そ れ を結 ぶ働 き と
し て,文 法 や文 型 さ らに ぽ表 現 形 式 とい った もの が必 要 とな って くる の で
あ.るo日 本 語 に は,単 語 に分 解 して も文 意 の理解 が つ か な い よ うな文 が意
外 と多 い6
0す る も し ない もな い じ ゃな い か。
○知 らな い.と言 えば 嘘 にな る。
O起 ミニらな セ、こ とも なV、で は なセ、。
○ そ の事 に つ い て は何 とも言 え な い。
○ そ の事 に つ い て は さ しひ か え させ て い た だ き ま す 。
○ あ い つ ら落 ち着 く とこ ろ患こ落 ち着 くさ。
この よ うな文 は挙 げれ ば き りが ない 。 も ち ろん,こ れ ら の例 は極 め て特
異 な会話 文 で あ るが,一 般 の文(た とえ ば 「よ ろ し くお腰 い致 します」 「こ
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こで い いで す 」等)に お い て.も,文 の意 味 す る も の は 明 ら か に語 の意 味 を
超 えて い る。.そ して,日 本 語教 育 にお い て教 え る内容 は"文 の意 昧"で
あ って"語 の意 味"で は ない。文 は コ ミ ュニ ケ}シ ョ ンの基 本 ゆえ,話 の
揚 や文 脈 の 中で の文 の使 い 方 とそ の意 味 とを扱 って い く。 語 の意 味 は そ れ
.に付 随 した もの と して 与 えて い.くか,あ る いは 単 語 張 や 辞 書 で す ま せ て し
ま う揚 合 す ら あ り得 るの で あ る。
文 作 りは個 別 的 行 為 で あ る。 そ の作 られ た文 は無 限 に近 い か ら,そ の 中
か ら基 本 文 を設 け る こ とは不 可 能 に近 い。 使 用 頻 度 の高 い 「基 本 語 」 は あ
って も,基 本 文 な る もの は な い。代 わ9に 文 の類 型 か ら 「基 本 文 型 」 を選
ん で,.こ とば の練 習 用 に利 用 す る。言 語 の練 習用 と して採 り上 げ られ る文
の基 本 的 類 型 をr文 型 」 と呼 ぶ が,そ の表 現 価 値 に注 目 して,あ る表 現 意
図 を実現 す るた めに とる文 の形 式 ⑫類 型 を特 に 「表 現 文 型 」 と呼 ぶ こ とが
あ る。表 現 の 内容 に係 わ る概 念 で あ るか ら,表 現 価 が共 通 す る揚 合,二 つ
の文 は た とえ構 文 的 に は開 き が あ って も同列 の 文型 と して 同 じグル ー プ に
類 別 され 番。 た と え ば.
A.父 か らも ら った本 を読 んだ。・
B.父 が く.れた本 を読 んだ。
に お い て,Aは 構 文 論 的 に は単 文,Bは 複 文 で あ ρて,文 論 的1こは全 く別
類 に分 け られ るが,表 現 文 型 と して は近 親 関 係 と 考 え る。
A・ 田 中 さ ん のお 父 さ んは 医者 です 。.
B.田目 中 さん はお 父 さん が 医者 です 。'
これ も構 文的 に は大 きな差 が あ るが・ 表 現 文型 と して は極 め て近 い。 .し
か し,"臼 中 さん の父 イ コ ー ル医 者"と い う事 実 関係(表 現 内 容).は 同 じで
あ って も・ 文 の意味 ど して は違 い が あ る;と を見 落 と.して は な らな い。 そ
の証 拠 に,次 の文 を続 けた場 合,A・B二 つ の文 に は,は っ き りと した違
い が 出 て くる。
A.田 中 さ ん のお 父 さ ん は医者 です 。 で す か ら風 邪 をひ い た ときは ・一
B,田 中 さ ん はお父 さん が医者 です ・ で す か ら風 邪 を ひ い た とき は ・.
一3一
風邪をひいた人は,Aの 文ではrお 父さん一Bの 文ではr田 中さん」と
取るのがすなおな解釈である。同じ事実を述べるにもA・B二 っの文型が
あり,ど ちらの文型を選ぶかによって話 し手の表現意図に差が生 じる。つ
まり,表 現意図がAを 選ぶかBを 選ぶかによっての文の意味に反映 し,
それが文の展開(連文構成〉に影響を及ぽしているというわけだ。翻訳 した
ら同 じになって しまう二つの文も"文 の意味"の 観点からすれば異なっ





ともなったり,勧 誘,確 認,驚 愕などきまざまな表現性 を帯ぴてくる。表
現形式に応 じて語順など構文形態を変えていくことを 目本語はしないか
ら,従 来 このような表現文型上の諸問題は文法研究の考慮対象として取 り
上げられることがなか?た 。 しかし,語 学教育は こうした表現上の諸問
題、文の意味を教えなけれぱならないか ら,文 の意味 ・表現の意図に墓 く
文 の類型 を整理 し,こ れを教育に応用 しなければならないであろう。
文 の類型 は,各 類型 ごとに独 自の条件がその文作 りを規制 している。そ
のため・ その条件の差 を無視 して1"直 接法"と 称して,先 のA・B二 つ
の文の場合 のように,無 反省に文の言い換えを行 うことは慎まねばなら
ぬ。同義 もしくは類義の文で言い換 え理解 させることは,斜 述内容を理解
させることにはなるが,文 型練習を通 じて"文 の意昧"を 知 らせること
にはならない。言い換 え法には言い換 え法 としての便利さと落とし穴があ
ることに心を致す必要があろう、談話 による文脈づ くりや,話 の揚面に立
脚 した対話などによって,文 の意味を正 しくとらえさせる工夫がぜひとも
必要なのであるp
ヰ
皿1.文 の 意 味 の 分 類
文 の意 昧 を,そ の斜 述 内容 を超 え る部 分 の在 り方 か ら分 け る と次 の5種
に な る。
L構 文 的 意 味
文 字 通 りの解 釈,使 用 語 句 そ の も の が伝 え る情報 の集 合 が 文 意 で あ る錫
合 で あ る。 した が って 文 中 に現 れ る概 念 語 を総 合 して い け ば 構 文上 の問
題 は別 として・ そ れ が 叙 述 内 容 とな っ て い くはず で あ る。rリ ン ゴは 果物
だ」 と言 った と き,概 念 語 「リン ゴ」 と 「果 物 」 に よ って 文 義 は 支 え ら
れ,あ とは 両概 念 の 関係 が い か よ うで あ る か,換 言 す れ ば リ ン ゴ と果 物 に
対 して話 し手 は どの よ うな関 係 と し て これ を と ら えて いる か を文 型選 び に
よ って 表 明 す る。 特 にプ ラ ス ・アル フ ァ の意 味 はな い。 したが っ て,(1)
形 式 は,文 型 選 び に よ って の み 文 の意 味 が 決 ま って い く と 言 って よか ろ
う。 同 じ 「リン ゴ」 「果 物 」 の組 み 合 わせ で も,「 リン ゴ は果 物 だ」 な ら
"リ ン ゴ は果 物 の一種 で あ る"と い う分類 ない しは"リ ン ゴ は野 菜 で は な
く果 物 だ'》 とい う同 定 の意 味 恭,語 順 を逆 に して 「果 物 は リ ン ゴだ」 とす
れ ば,"果 物 な らまず 第 一 に リン ゴ だ"と い う事 物 の 指 定 の意 味 が 生 ず
る.両 者 は表 現 の文 型 が違 う。文 の 意 味 は(1)形 式 の場 合,そ こ に用 い ら
れ る概 念語 の 問題 と合 わ せ て文型 に も注 目 し な けれ ば な らな い。
2・ 限 定 的意 味
使 用語 句 の あ る部 分 を意 味 的 に特 殊 化 す る。「一 杯 行 こ う」「一 杯 飲 む か」
の 「一 杯 」 は"酒 を一 杯'}の 意 味 で,他 の飲 料 は排 除 され る。 ま た,「 お
水 ち ょ うだ い」 は"飲 み水'》 の所 望 で あ って,こ こで は 「水 」 の意 味 が
辞 書 的 意 味 よ り縮 小 され て い る。 こ の よ うに文 中 の あ る語 句 が そ の文 脈 中
に置 か れ た とき,意 味 的 に限 定 を受 け,全 体 と して の文 意 が個 別 化 して い
く現 象 をレ、う。
3・ 結 果 的意 味
個 々 の語 の問 題 で は な く,全 体 と して の文 の叙 述 内容 が結 果 的 に特 定 の
意 味 をキ旨す の で あ る。
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○彼 は外 国 入 よ り目本 語 ボ下手 だ。
は"彼 は 日本 語 が とて も下 手 だ"と い う誇 張 を。 「外 国人 よ 勢」 は そ の た
めの引 き合 いで し か ない 。 これ が 「ス ミス さん は ニ ン ダ さ ん よ り日本 語 び
下手 だ」 で は,た だ の比較 表現 で,文 字 通 りの文 意(構 文 的意 味)で あ る。
先 に挙 げ た
○す る も しな い もな い で し ょ う。
も,っ ま りは"し な け れ ぱな らな い"と い う結 果 的 意 味 を表 す わ けで あ
る。
4.場 面 的 意 味
一 種 の陰 喩(暗 喩)で あ る。 あ る表 現 が文 字 通9の 意 味 を超 えて,揚 面 ・
状況 か ら問接 に話 者 の真 意 をほ の めか す 、 暗 示 表 現 と言 って い い 。 「味 噌
汁 ま だ あ るち は"お か わ りが欲 しい"を 言 外 に意 味 し,「 お茶 で も飲 み ま
せ ん か」 「煙 草 に し よ う」 は"一 休 み し よ う""一 服 し よ う"を 意 味 す る
とい,った類 い で あ る。 こ の よ うな 遠 回 しの 表 現 は あ くまで も場 面 に密 着
し,場 面 に依 存 して い る。 場 面 と切 り離 して は,た だ の構 文 的意 味 に しか
働 か な い。 日本 語 に は 日本 人特 有 の この 種 の 言 い方 が慣 用 と して あ り,日
本語 教 育 で は そ れ を教 え な けれ ぱ な らな い。 あい さつ こ'とば も そ の}つ で
あ るq
5.比 喩 的意 味
比 喩 に基 づ く意 味 伝 達 の方 法 で,全 体 の文 意 は構 文 的意 味 か ら大 き く離
れ る。 こ とわ ざ,格 言,慣 用句 は ほ とん ど この比 喩 的 意 味 に 依 存 して い
る。
「あ した は明 目の風 ボ 吹 く」 「猿 も木 か ら 落 ち る」 「立 て板 に水 だ」 「乗
りかか った舟 」 「顔 に泥 を塗 る」
な ど,い ず れ も文 や句 全 体 が一 つ の比 喩 として,特 定 の意 味 を社 会 的約 束
とし て表 して い る。 これ が話 し手 個 人 の創 作 に な る表 現 の揚 合 は,比 喩 的
意 味 の理解 は相 当 困 難 な もの に な るで あ ろ う。
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IV.文 の 意 味 に 関 す る諸 問 題
意 味 か ら文 を 眺 め た場 合 》 問 題 とな る事 柄 を次 に順 に取 り上 げ る。
1.両 義 文・
複 数 の意 味 を備 え た文 を両 義 文 とい う。 これ には 次 の2種 が あ る。
a.語 義 に由来 す る両 義 文
「僕 は酒 に弱 い」 と言 っ た とき,"弱 さ'}の 対 象 が酒 で あ る た め,"酒 を
飲 む とす ぐ酔 って しま う"と い うアル コー ル に対 す る弱 さ と,"酒 と聞 く
と我 慢 が で き ない"と い,う酒 の誘 惑 に 対 す る弱 さ と二 様 の 解 釈 が生 じて
しま.う。「弱 い」そ の もの・が持 つ意 味 の広 さ と対 象 限 定 の あい まい性 の た め
で あ る。 目本 語 には この よ うな解 釈 の揺 れ る語 句 が結 構 多 い 。 い ず れ も多
義 語 に原 因 が あ る。
O帽 子 を取 って くだ さい 。 ・・.帽子 を脱 げ。ノ帽 子 を帽 子 掛 け か ら取 れ 。
○ 砂 糖 を入 れ た ら回 して.くだ さい。_,か き回 せ 。/次 の人 に送 れ。・
○ 宿 題 を出 して くだ さいp、..出 題 せ よ。ノ提 出 せ よ。
自立 語 だ け で な く,付 属 語 に由 来 す る場 合 もあ る。目
○ 大 晦 日ま で働 い た 。_.あ る 日か ら大瞼 日 に至 る期 聞ず っ と働 い た 。/
大 晦 目で さえ も{動い た 。
こ うな る と語 義 の二 様性 か ら文 義 の二様 性 へ と移 行 し,次 のbへ と近
づ く。
b.溝 文 に 由来 す る両義 文
か つ て新 聞 の見 出 し に 「子 に請 求 す る権 利 は な い」 とい うのが あ?た 。
"子 供 に と
って は ・…"な の か"子 供 に対 して は 一・・"な の か,こ の文
面 で は見 分 け が つ か ない 。 両 義 文 は言 って みれ ば)あ い ま い 文 で もあ る。
目本 語 には構 文 的 に あ い ま い 文 とな り目や す い素 地 を 本 来持 って い る。 「A
ハBガ...ダ 」 のAかBが 対 象 語 とな る場 合,「 彼 は彼 女 が好 き な ん で
す 」 は,A・Bど ち ら側 か ら好 く行 為 が 向 け られて い る の か判 然 と しな く
な る。 「ライ オ ンは豹 は食 わ な い」 食 う側,食 わ れ る側 がA・Bど ち ら に
も逆 転 す る。 こ の よ うな構 文 上 の両 義 文 とな りやす い もの に,他 に修 飾 語
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の係 る先 の あい ま い さ恭 あ る。
「全 部 使 わ ない で取 って お く」 「み ん な の よ う目に
,自 分 の 目標 に前 進 し
て 行 け ない 」 「東 目本 は西 日本 の よ うに牛 を耕 作 に使 わ な い」
A・B二 っ の語 が 同類 の も の と して 並 ぶ と き,修 飾 して い く先 が あい ま
い にな りや す い 。 これ は特 に文 形式 だ け と は限 らな い。
「二 児 の母 で あ る私 の娘 」 「赤 ん坊 の と き死 ん だ姉 」 「美 しい女 の羽 織 」
「他 の学 校 の建 物 」
な ど。 さ らに 目本 語 は,修 飾 関係 にお い て は能 動 ・受 動 の使 い 分 け が あい
まい な た め,た とえ ば 「殺 した人 」 と言 った場 合,犯 人 と も被 害 者 と も二
様 に取 れ る。 特 に 「殺 され た入 」 と言 わ な く とも よい。
2,対 義 文
反 意 文 ・反 義 文 と も言 う。 文 の意 味 を 反 対 関 係 と して 対 応 させ る に は ・
肯 定 文 を否 定 文 にす る方 法 と,叙 述 に あず か る語(述 語)を 対 義 語 に置 き換
え る方 法 と潜 あ る。・前 者 は厳密 な意 味 で の対 義 文 で は ない が,日 本 語 教 育
の揚 で は両 形式 の言 い換 え は重 要 な作業 な ので,注 意 すべ き点 を以 下 に述
ぺ る、 まず,現 象 や状 態 の さま を肯 定 的 事象 ・否 定的 事 象 と して と らえ る
普 通 の文 で は,
○ き の う東 京 で は 雨 が 降 っ た。/き の う東 京 で は雨 が降 らな か った 。
と肯 定 文 を そ のま ま 「な い」 の否 定 文 とす れ ば よい。 と こ ろが動 作 ・作 用
の了 ・未 了 を問題 とす る 「も う1ま だ」 の副 詞 が付 くと
○ 王 さ ん は も う帰 国 した。/王 さん は ま だ帰 国 して い ないo
と 「・.・た ノ...て い な い」 の対 応 とな り,「 ま だ帰 国 しな か っ た」 とは
な らない 。 帰 国 した こ との否 定 は帰 国 してい ない現 在 状 態 で あ る か ら,こ
れ は当 然 の こ とで あ るが,こ の よ うに状 態 表 現 の と き は肯 定 ・否 定 の言 い
換 え は形 式 が対 応 し ない 。
0私 は知 うて い ます 。/私 は知 りませ ん
r私 は知 って い な い」 とは な らな い。 肯 定 ・否 定 の対 応 で はな い が3了 ・
未 了 を問 題 とす るr… す る/・ 一 した」 「… な る/… な った」 の言
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い換 えも語によっては形式が対応 しないので注意 を要する。
○目本へ来て3年 以上になる。/な った。
O日 本へ来て3年 以上経っ。,1経った。




が文の意味に影響 を及ぼし,意 味的に非文 となる一つの例だと思 う。
3,同 義文
二つの文の表す意味が等 しい場合 をい うが,厳 密 には多少の違い(こ れ
を類義文 という)の あるものも含める。 その他,普 通体の文に対 して同じ
内容の丁寧体の文や敬譲表現の文など,意 味 とは別のレベルでの差異 を持
った文同士もある。
さて,同 義文は日本語教育上きわめて重要 な位置 を占める。それは,文
義を理解させるために同義文による言い換 えが利用できるからである。特
に新出文型に対して既習文型 による言い換 えないしは説明が可能だとい う
ことは有力な武器になる。もちろん安易 な言い換 えは常 に危険がはらむこ
とは十分承知のうえで,そ の表現価 の微妙な違いは補足するとい うことを
念頭においてである。以下,同 義文の生ずる場合を順 に追 って眺めてい く
ことにする。例文 としては,早 稲田大学 で毎年おこなわれている外国人 の
入試受験者に課せ られる目本語能力試験での問題文を使用する。括弧内の
































この辞 書 は よ くあ りませ ん。一
この辞 書 はレ、レ、辞 書 で1まあ りませ ん。(S46)
肯 定 ・否 定 の言 い換 え
{
リ『ン ゴ だ1ナ あ りま す 。・一 　
リン ゴ しか あ りませ目ん6
{
つ くえ の上 に置 いて もい い の は え んぴ づ だ け で す。一一目 罰一
つ.くえ の上 に は え んぴ つ し か置 い て はい け ま せ ん。(S46),






しげ ん が こ ん な にむ ず か しい とは、思っ.てい ま 琶 ん で した。
しけ ん は もっ とや さ しい と思 って い ま した。(S48)
動 作 の順序 の入 れ替 え
{
わ た しは新 聞 を買 って か ら汽 車 に乗 りま した。.目
わ た しは汽 車 に乗 るま え に新 聞 を買 い ま した。(S46)












k弟 は兄 に数 学 を みて も らい ま した 。(S46)
能 動 ・受 動 の言 い換 え
{
む す こは べ ん き ょ うしな い の で 父 に しか られ ま した 。一 ■一
父 はむ す こが べ ん きょ うしな い の で しか りま した。(S朽)
受 身 ・使 役 の言 い換 え
{
田中 さん は 山下 さん に また され ま し た。
一
一一眉
山下 さん は田 中 さん をま た せ ま した。(S47)繭
目 受身動詞の言い換え
{
弟 は兄 か ら ピア ノ を おそ わ って,や っ とじ ょ うず に勢 ま した。
兄 は弟 に ピア ノ を お し えて,や っ とじ ょ うず に さぜ ま し た。
(S48〉
直 接 話 法 ・問接 話 法 の言 い換 え
{
こ こ にか くよ うに言 いま した 。
「こ こに か い て くだ さい」 と言 い ま した
。(Sヰ7)・
話 法 と能 動 』受 動 の両方 の言 い換 え
{
ブ ラ ウ ン さ.んは大 山 さ ん に学校 へ 行 くよ うに言 われ ま した、　
大 山 さ ん はブ ラ ウン さ ん に 「学 校 へ 行 き な さい 」 と言 い ま した。
目(S50)
条 件 文 の言 い換 え
{
ペ ン が あれ ば,ペ ンで書 い て くだ さいo
ペ ン の あ る人 は,ペ ンで 書 い て くだ さい。(S48)
目条件文での肯定 ・否定の言い換 え
{
日本 語 が で き な けれ ぱ,こ ま.るで し ょ う。.
日本 語 が で きれ ば,こ ま らな い で し ょ う、(S50〉
～ テ 接続 の重 文 を連 文 に言 い 換 え'
{
友 だ ち と話 を しな い で先 生 の ほ うを見 て くだ さい。・
友 だ ち と話 を して はい け ませ ん。 先 生 の ほ うを見 て くだ さ い。
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(S48〉
(19〉 ～ カ ラ条 件 の複 文 を連 文 に言 い換 え
{
田 中 さん が早 くね た の は かぜ を ひい た か らで す。
田 中 さん は かぜ を ひ き ま した。 それ で 早 くね ま した.(S48)
(20)修 飾 旬 を含 む 文 を連 文 に言 い換 え
{
ゆ うべ か な り大 き な じ しん が あ りま した 。
ゆ うべ じ しん が あ りま した。 そ の じ しん はか な り大 き か っ たで
目す 。(S42)
/
わ た しは父 か らも らった 歴 史 の本 をす ぐ読 ん で しまい ま した。
目父はわたしに歴史の本をくれました。 わたしは その本 をすぐ読目『一
ん で しま い ま した。(S42〉
以上 を,同 義 文 の生 ず る要 因 に つ い て分 類 す れ ば,次 の よ うに な るで あ
ろ う。
a,使 用 語 句 の相 違(1)厚(5)
b・ 表現 方 式 の相 導(6)～(13〉
じ 構 文 の相 違(14)～(20)
なお,こ こで は紹 介 しな か っ た が,こ の ほ か に"文 体 ・待 遇 度 の相 違"
つ ま り,デ ス ・マ ス体 とデ アル 体 との違 い,敬 譲 表現 と普 通 体 で の表 現 と
の違 い,女 性 的表 現 と男 性 的 表 現 な い しは ニ ュー トラル な表 現 の差 な ど も
挙 げ られ よ う。 な お・ 上 記 のaとc形 式 は往 々 に して次 に述 べ る類 義 文
を取 る。
4,類 義 文
筆者 は か つ て某 外 国 人 教 員 か ら 「なぜ 窓 を あ けな い で寝 た の か」 と 「な
ぜ窓 を あ けて寝 な か っ た の か」 とど う違 うか,質 問 を 受 け た こ とび あ る。
否 定 す る内容 が異 な る だ け で・ 全 体 として の表現 内容 に差 はな い 。 そ の意
味 で は同義 文 で あ る が,同 じ形 式 で 動 詞 を挿 し替 え て い った 場 合,文 意 に
差 が生 じた り,非 文 とな った りす る例 が あ る とすれ ば,両 形 式 は厳 密 な意
味 で の 同義 文 で は な い。 叙 述 内 容 に僅 か な差 異 が見 られ る場 合,そ の よ う
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な文 同士 を類 義文 とい う。 類 義 文 とな る例 は数 多 い が,主 な も の を挙 げ て
み よ う。
(玉)否 定 の位 置 の変 更・』
「雨1ま降 らな い と思 う/雨 は降 る とは 思 わ な い」 「予 習 しな い で 行 っ た/
予 習 して 行 か な か った2の 場合 は叙 述 内 容 に さ して差 は生 じ な い が・ 形 式
名 詞 が入 る場 合 は
○ 来 ない はず だ 。/来 る は ず が ない 。
あ るい は 「は ず」 の と ころ を 「つ も り」 「わ け」 等 を 入 れ替 え て も 同 じ
こ とだ が》左 側 は"来 な い こ と"へ の根 拠 あ る い は不 確 か な予 想7右 側 は
断 定 的 な意 見 とい う差 が あ る。 も ち ろ ん両 者 ξ も来 れ な か った こ とへ の理
由 を知 って 了解 し納 得 す る揚合 を も表 す こ とは同 じで あ る。
(2)使 役 の位 置 の変 更
「発 音 させ て み る ノ発 して み させ る」 「持 た せ て来 る/持 って 来 させ る」
で は差 が な い が,「 働 か せ て い る」 で は 「働 い て い させ る」 が言 え な い。
(3)用 言 述 語 と体 言 述 語
「買 い物 に行 く約束 を した/買 い物 に行 く約 束 だ っ た」
左 側 は過 去 に約 束 を した こ との叙 述 。 未 来 そ れ が 遂 行 され るで あ ろ う.
右 側 は遂 行 され な か っ た段 階 で の回想 な い し は失 念 して い た約 束 を思 い 出
した こ と。 「… 約 束 だ った 。 し か しン 行 か な か った」 と逆 接 と な る カ㍉
「...約 束 だ った の を 今思 い 出 した」 とい う発 想 で あ る。
(4)文 型 の類 似
「食 卓 に花 を飾 る/食 卓 を花 で飾 る」
左 側 は食 卓 に置 いて 花 を引 き立 たせ る,右 側 は 花 を添 え て卓 上 を美 し く
見 せ る こ と。 両 者 に差 が あ る こ とは 文 型 の 違 い に よ って生 ず るじ 同 じ語
で も,そ の取 る文型 に よ って 語義 に違 い が 生 ま れ るわ けで あ る。(左 側 は
"並 ぺ る""置 く"に 近 い)
。
(5)敬 譲 文型 の類 似
「お話 し して くだ さい/お 話 し くだ さい」 「お 渡 し して くだ さい ノお 渡 し
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ぐだ さ い」
「お ～ して く だ さい/お ～ くだ さい」 の言 い換 え で あ る
。 こ の変形 ば す
べ て の動 詞 に 通 用 す る わ け で はな い 。 右側 「お書 き くだ さい」 「お笑 い く
だ さい」 は可 能 で も,左 側 の言 い 方 は で きな い。 「お書 き して くだ さい 」
とか 「お笑 い して くだ さい 」 と は言 わ な い。
V.文 の 意 味 の 説 明 法 に つ い て
文 の意 味 は・ 授 業 で は普 通,言 い換 え法 か説 明 法 に よって 示 され る。言
い換 え.には 同義 文 ・類 義文 で示 す ほか1対 義 文 も利 用 で き る。 翻 訳 法 で ほ
叙 逓 内容 を理 解 させ るこ とはで きて も,表 現 の型 と して応 用 す るカ を教 え
た こ とに は な らな い。 そ の た 砥 文 を形 づ く目る各 部 分 を,種 々 に語 を挿 し
替 え た り拡 張 した り して文 作 りを実 践 させ,ま た,同 義 文 ヰ 対 義 文 に言 い
換 え る こ とに よ って理解 度 を確 認 す る。 た とえ ば次 に 引 く問 題 もそ の よ う
な意 図 か ら出 され た もの で あ る。
問題 つ ぎ の文 を読 んで,あ と に書 い て あ る こ とが正 し けれ ぼ ○,ま ち
が って い れ ば 又 を()の 中 に書 きな ざい。・(S47)
・「新 聞 を読 ま な くて もそ の 二 土一 ス を知 って い ま した
。
(・)新 聞 を 読 む ま え に そ の ニ ュー ス を知 って い ま した.
(目目〉新 聞 を読 ん だ の で そ の ニ ュー ス を知 って い ま した。
()新 聞 を読 ん だ らそ の ニ ニー ス を知・づた で し ょ う。
初 め の文 の 「新 聞 を読 ま な くて も」.の とこ ろ を 「読 まな い の に,1読 ん で
も/読 ん だ の に/・読 め ば」 等 を並記 して}そ の中 か ら正 しい も のを選 ばせ
る のも 一 つ の出 題 方 法 で あ る。 出題 は評 価 の た め に・行 われ るので は な く,
文 作 り の能力 や 文 の意 味 の理解 確 認 の た め に な され ろ もの で あ る こ とを銘
記 した いbそ の意 味 で,教 室 作 業 と出題 内容 とは常 に連動 して い る こ とが
望 象 しい と言 え る だ ろ う。
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